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ダウンタイムの
削減に

お役⽴ち☆

必要なものは
“タブレット””ARサーバー””ネットワーク環境“

機器構成

こんにちは（^o^）
シュナイダーエレクトリックホールディングスの谷村です。
⼤阪でもちらほらと桜が開花し始めて、春を感じますね♪
今⽉はARを⽤いた新製品！新しいソリューションをご覧下さい☆



特徴

・ 異常時の連絡を迅速に！
点検の際に異常箇所と内容を素早く特定でき、適切な指⽰が出せます。

・ メンテナンス作業時間を短縮！
メンテナンス作業員のスキル（経験や勘）に依存せず、効率的な作業⼿順が可能です。

・ 制御盤を開けずに機器状態を確認！
装置が稼働中、制御盤をすぐに開けることができない場合でも状態確認が可能です。

・ 屋外や⼤型装置などもARの対象に！

製品概要

って･･･？
最近よく⽿にするしなんとなく分りそうなAR。
ARとは、「拡張現実感（Augumented Reality）」の略で、
実際の景⾊、地形、感覚などに、コンピュータを使ってさらに情報を加える技術を指します。
よく⽐較されるのがVR（仮想現実）でコンピュータのなかに現実を模した世界や
独⾃の世界を構築する技術です。

HPもチェック☆ https://www.proface.com/ja/solution/AR/top



お困りごとはございませんか？
お客様の声や問題・課題の解決事例も
HPに多数掲載しております♪
同じようなお悩みを抱えていませんか？

HPはこちらから／
https://www.proface.com/ja/solution/introduction/top

Pro-face製品のマルチデータボックス
を使えば、後付でデータ収集♪

製品詳細はこちら！
https://www.proface.com/ja/
product/commu_equip/multi_
databox/top

の製品を使ってみませんか？ https://www.proface.com/ja/campaign/2018/star_1


